
                

 

 

 

ＣＡＰ
キ ャ ッ プ

（Child Assault Prevention）  

ＣＡＰは、子どもがあらゆる暴力（虐待・いじめ・誘拐・痴漢など）から 

自分の大切な心とからだを守るために何ができるかを教える教育プログラムです。 

         

                                       『 安心・自信・自由 』の権利は誰もが持っている 

                                        基本的人権(生きる力）なのです！ 

                                                (2005.9.13 秋田市未来づくり女性セミナーで 

                                ファシリテーターをするメンバーの大久
おおひさ

 栄
さかえ

） 

 

 

                            

  

  

  －－就就学学前前ププロロググララムムをを実実践践ししててーー                                  

 ＣＡＰあきたと子どもたち  聖 使 幼 稚 園 

                               園 長 藤原 はるみ                                                                                          

ＣＡＰあきたの活動を初めて知ったきっかけは、代表の小林錦先生から活動の資料をいただき、 

  さらに園の方に直接おいでくださったことにあります。小林先生が一人ひとりを大切に育てる当園の 

  ことをよくご存じであったから実現できたプログラムだと思います。 

   私は、①教師自身が体験する ②保護者の方々が体験し、家庭を含めたＣＡＰの働きを知る 

      ③最後に子どもたちにワークショップをする 

    この３回の予定でお願いをしました。子どもを取り巻く大人たちが、まずＣＡＰの活動を知り、 

   毎日の中で意識化していくことが大切だと思ったからです。 

   先生たちのワークショップは、ファシリテーターの問いかけに、いろいろな言葉・考えが飛び出し 

  終始楽しい雰囲気（大久
おおひさ

さんのマジックにかかり）の中で終わりました。 

   次のお母さんたちのワークショップは、おんぶや抱っこをしたりしながらの参加で、子育て真っ最中 

  のお母さんが、子どもを見つめ直す良い時間になりました。 

   さて、最後に子どもたちですが、まず事前打ち合わせを年長児担任と行いました。子どもたちにとっ 

  て、園に尋ねてこられる方は、みんな友だちです。いつもと変わらずＣＡＰのメンバーの方々を出迎え、 

  『 安心・自信・自由 』を楽しく劇を通して教えていただきました。 

   ３日間、写真を見たり、人形劇を見たりして繰り返し教えていただいた後、絵本のお部屋で“おはな 

  しの時間”をもち、ひざに座ったり、抱っこされたり、楽しいおしゃべりタイムでした。 

   人権は、自分も他の人も大切にすること、みんな神さまの子どもということを感じる時間となりました。 

   ※就学前プログラムとは…幼稚園、保育園児を対象に、１日２０分のワークショップを３日間行います。 

     ロールプレイや人形劇によってわかりやすく楽しく進行し、毎回終わった後の“トークタイム”では、遊びなが 

         ら、子どもたちが自分の気持ちを“相談する”トレーニングを行います。 
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メンバーによるＣＡＰのすきなところ紹介 

 子どものために何かできたら、と活動に参加した
のでしたが、人権とは「生きる力」であるという考
え方、自分の力を信じるエンパワメント思考などを
仕事や日常に活かすようになり、大人にとっても 
自分を大切に生きていくための指針になるプログ
ラムだと思っています。（こん いおこ） 

 ＣＣＣＡＡＡＰＰＰワワワーーークククシシショョョッッップププれれれぽぽぽーーーととと      

  秋田市男女共生・次世代育成支援室が主催する連続講座「女性未来づくり女性セミナー」の第４回 

 講座として、『子どもの気持ち、子どもと大人の関係性』をテーマに、ＣＡＰ大人ワークショップを 

 行いました。〔平成 17年９月 13日（火）13:00～16:00／サンパル秋田／参加者 40名〕 

●当日の講演内容 

 １ ＣＡＰとは 

 ２ 行動と感情の関係 

 ３ 「怒り」の構造 

 ４ エンパワメントと自尊感情 

 ５ 生きる力 

 ６ ＣＡＰプログラムの紹介 

 ７ グループトーク 

                      ロールプレイのひとこま。もし、知らない人に連れ去られ 
                          そうになったら… 

  【Ａ．マズローの５段階ピラミッド】                           

  

         自己実現         

                       成長動機づけ 

        自己尊重…自分は大切な存在 

                           生理的ニーズ→安心感→帰属性・愛情が 

         帰属性・愛情             が満たされた上で形成されるのが自己尊重 

                                    

        安  心  感          欠乏動機づけ 

                       （周りから与えられて築けるもの）  

       生理的ニーズ 

 

  人の心の成長には５段階のニーズがあります。赤ちゃんがおっぱいを飲む、だっこされる、ごはんを食べ

るなどの生理的ニーズが満たされると、安心感が生まれ、安心感のニーズが満たされると、「この家族の一

員なんだ。ここで生きていいんだ。」という帰属意識や周囲の人に対する愛情が芽生えます。こうした３つ

のベースとなる段階を一段ずつ昇った上に形成されるのが自己尊重（自尊感情）です。 

 頂点となる自己実現には「自分は自分のままでとても大切な存在なんだ」という自己尊重が不可欠です。

しかし、人は育つ環境の中で必ずしも３つのベースとなる段階を経ないで満たされないまま大人になってし

まうこともあります。けれども、この欠乏に気づいた時、大人は子どもよりもずっと速く強い回復力で、自

分を築き直すことができます。それをエンパワメントと呼びます。ＣＡＰを共に学び、共にエンパワメント

しませんか？ 

 

          
 
 
 
 
 


